
 

 

 

 

 

 

 

 

『未来に向かう力』を育むためには 
校長 笠井 賢吾 

ここ東千歳地区の秋も深まり、様々な作物の収穫の時期となりました。東小学校でも橋場様そして保護者の皆

様のご協力により、稲刈りやはさがけを実施することができました。９月１４日には『東千歳地区秋祭り』が開

催され、たくさんの子どもたちや保護者、地域の皆様の笑顔に触れることができ、東千歳の秋を実感していると

ころです。そして、東小学校の教育活動も、１年の半分である前期を終え、後期を迎えようとしています。 

さて、発達心理学などにおける研究によると、子どもたちの中に「社会情緒的能力に見られる格差」が生じて

いるという報告があります。社会情緒的能力とは、子どもが自分自身もしくは他者と折り合いをつけるための力

を指し、次の 3 つで構成されます。 

【目標を達成する力】実行機能～自制心や忍耐力のようなもの 

【他者と関わる力】向社会的行動～思いやりや社交性のようなもの 

【感情を調整する力】自尊心や自己効力感のようなもの 

社会情緒的能力は、大人になったときの健康状態や社会経済状態の良さに影響が出ることが報告されており、

またこれらは成長過程での支援や教育などによって高めることができるとされています。 

「実行機能」や「向社会的行動」が高い子は「未来へ向かう子ども」、逆に低い子は「今を生きる子ども」とも

言われています。例えば目の前にお菓子が１つあり、今すぐ食べれば１つだけ、15 分待てば２つもらえると条

件を与えると、未来に向かう子どもは 15 分待つことができます(実行機能)。また、遠足で友達が弁当を忘れた、

自分はおにぎりを 2 つ持っているという状況の時、未来へ向かう子どもは友達とおにぎりを分け合うことができ

ます(向社会的行動)。これらの力が高い子どもは、目標を達成したり、社会の中で良好な人間関係を築けたりす

るため、大人になってからの生活に大きな影響が出るのです。では、「未来に向かう子ども」に育てるために、学

校や家庭ではどんなことをしていけばよいのでしょうか？ここでは学校と家庭が連携して取り組むことができ

ることに絞って記載します。 

【支援的な子育て(教育)】～子どもの自主性を尊重しましょう！ 

子どもが靴ひもを結ぼうとしている時、大人が結んであげるのではなく、結ぶためのヒントを教えてあげるよ

うな方法です。支援的な子育て(教育)は実行機能や向社会的行動の発達を促進します。対する方法として、「管理

的な子育て(教育)」がありますが、子どもが家庭学習をしない時におやつを抜きにするなど、罰を与える方法で

す。体罰は上記以外の様々な能力の発達にも極めて悪影響を及ぼします。 

本校では「自ら学びとる子ども」の育成を重視し、「個別最適な学びと協働的な学びの一体化」を目指した授業

づくりを進めています。また、「思いやりの心」を重視し、自他の良さを生かした学年・学級経営に取り組んでい

ます。 

【正しい睡眠とメディア視聴】～ルール作りを進めましょう！ 

毎日決まった時刻までに寝るというルールがある家庭もあれば、遅くまで起きていても注意されない家庭もあ

るでしょう。眠ることは脳の発達に非常に重要です。起きている間に覚えたことは睡眠中に定着しますし、睡眠

不足が実行機能の発達に悪影響を及ぼすことが分かっています。 

また、テレビやスマホ、タブレットに関しても、長時間の視聴・利用は実行機能の発達に悪影響を及ぼす可能

性があると報告があります。例えば勉強中に横でテレビがついている、目に入るところにスマホが置いてあり、

メール着信があるとすぐ見てしまうというような環境では実行機能が発達しにくくなります。 

本校においてもタブレットを活用した学習を推進しており、家庭への持ち帰りも実施しています。子どもの未

来にとって情報活用能力は不可欠です。だからこそ、ダラダラとメディアに「使われてしまう」人にならずに、

ルールを守って「使いこなす」人であるように、学校と家庭が共通理解のもと進めていかなければなりません。

ともに子どもの「未来に向かう力」を育んでいきましょう。 

＜参考文献＞ 日本学校保健研修社発行「健」～特集：子どもの「未来に向かう力」を育むために～森口 佑介                            
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